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2
0
0
0
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
国—

—

イ
ス
ラ
エ
ル

現
在
、
西
ア
ジ
ア
と
い
え
ば
石
油
が
頭
に
浮
か
ぶ
が
、
こ
の
地
域
の
油
田
は
、
1
9
0
8
年
に
イ
ラ
ン
で
発
見
さ
れ

た
の
が
最
初
で
、
す
べ
て
20
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
そ
の
西
ア
ジ
ア

（
図
13
）
で
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
問
題
だ
っ
た
。

大
戦
終
了
後
、
財
政
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
英
仏
は
、
重
要
拠
点
以
外
の
植
民
地
か
ら
軍
を
撤
退
さ
せ
た
。
そ
の
際
、

植
民
地
は
、
親
英
や
親
仏
の
方
針
さ
え
約
束
す
れ
ば
独
立
を
認
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
新
興
国
家
の
一
つ
が
、
ユ
ダ
ヤ

教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
聖
地
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
あ
る
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
地
方
に
建
て
ら
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル

国
で
あ
る
。
そ
の
建
国
は
19
世
紀
末
以
来
の
祖
国
建
国
運
動
（
シ
オ
ニ
ズ
ム
）
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
帝
政
ロ

シ
ア
や
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
よ
る
大
迫
害
を
乗
り
越
え
て
の
、
民
族
の
悲
願
が
か
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

と
は
い
え
当
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
将
来
は
、
け
っ
し
て
明
る
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
地

方
は
農
業
と
聖
地
巡
礼
に
と
も
な
う
観
光
業
以
外
、
大
し
た
産
業
も
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
人
口
の
1
割
程
度
の
少
数
派

だ
っ
た
。
現
在
イ
ス
ラ
エ
ル
の
母
国
語
と
な
っ
て
い
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
さ
え
、
当
時
は
儀
式
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
、
移

住
者
は
移
住
前
の
国
の
言
葉
を
話
し
て
い
た
。

パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
問
題
の
直
接
の
原
点
は
、
20
世
紀
初
頭
に
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
ユ
ダ
ヤ
人
移
民
は
地
元
民
（
パ
レ

ス
テ
ィ
ナ
人
）
を
雇
っ
て
農
場
を
経
営
し
た
の
に
対
し
、
20
世
紀
初
頭
の
ユ
ダ
ヤ
人
移
民
は
、
手
に
入
れ
た
土
地
で
、

自
ら
の
資
本
と
自
ら
の
労
働
を
使
っ
て
農
場
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
土
地
は
、
彼
ら
が
都
市
在
住
の
地
主
か
ら
買
っ
た図13　中東地域（1946年頃）
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り
、
実
力
行
使
で
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
人
を
排
除
し
て
得
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
両
者
の
対
立
が
始
ま
っ
た
が
、
現

地
の
イ
ギ
リ
ス
統
治
機
関
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
支
援
し
な
が
ら
も
、
あ
え
て
対
立
を
鎮
め
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
被

支
配
者
間
の
対
立
を
煽
る
「
分
割
統
治
」
こ
そ
が
、
安
上
が
り
な
支
配
方
法
と
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
ユ
ダ
ヤ
人
移
民
が
増
え
る
に
つ
れ
て
対
立
は
激
化
し
、
つ
い
に
1
9
3
6
年
に
全
土
で
衝
突
が
発
生
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
は
事
態
収
拾
に
失
敗
し
、
最
初
の
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
分
割
案
を
提
示
し
た
が
拒
否
さ
れ
た
。
1
9
4
1
年
に
は

ナ
チ
ス
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
（
大
虐
殺
）
を
始
め
た
が
、
事
態
悪
化
を
恐
れ
た
イ
ギ
リ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
を
追
い
返
し

た
た
め
、
怒
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
民
兵
と
の
戦
闘
が
始
ま
っ
た
。
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス
は
統
治
を
あ
き
ら
め
て
撤
退
し
た
。
こ

の
段
階
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
口
は
23
％
に
ま
で
増
え
て
い
た
。

そ
の
後
も
続
い
た
両
民
族
の
対
立
に
対
し
、
1
9
4
7
年
、
国
連
が
新
た
な
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
分
割
案
を
提
示
し
た
。

こ
の
段
階
で
人
口
が
約
3
割
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
6
割
の
土
地
を
得
る
と
い
う
案
に
、
ア
ラ
ブ
諸
国
は
反
対
し
た
が
、
資
金

力
を
持
つ
在
外
ユ
ダ
ヤ
人
が
欧
米
諸
国
で
賛
成
運
動
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
分
割
案
は
成
立
し
た
。

1
9
4
8
年
イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国
を
宣
言
す
る
と
、
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
戦
争
が
始
ま
っ
た
（
第
一
次
中
東
戦
争
）。

戦
い
は
当
初
、
ア
ラ
ブ
側
が
圧
倒
し
た
。
当
時
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
紛
争
激
化
を
恐
れ
た
国
連
か
ら
、
武
器
保
有
を
禁
止

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ア
ラ
ブ
側
は
、
連
携
が
な
い
ま
ま
勝
利
の
機
会
を
逃
し
、
逆
に
イ
ス
ラ
エ
ル
は
密

か
に
ソ
連
か
ら
武
器
を
入
手
し
て
、
勝
利
を
獲
得
し
た
。

戦
後
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
8
割
が
イ
ス
ラ
エ
ル
領
と
な
り
、
ア
ラ
ブ
側
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
が
占
領
し
た
西
岸
地
区
と
エ

ジ
プ
ト
が
占
領
し
た
ガ
ザ
地
区
し
か
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
80
万
近
い
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
難
民
が
ヨ
ル
ダ
ン
領
や
ガ
ザ
地

区
に
逃
れ
、
両
国
の
財
政
負
担
と
な
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
人
の
排
除
を
続
け
、
ユ
ダ
ヤ
人
移
民
の
入

植
地
と
し
た
。
そ
の
後
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
逃
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
流
入
も
あ
っ
て
、
こ
の
年
の
う
ち
に
ユ
ダ
ヤ
人
口
は

45
％
に
増
加
し
た
。
入
植
地
は
、
生
産
共
同
体
で
農
業
か
ら
商
工
業
に
い
た
る
様
々
な
商
品
が
生
産
さ
れ
、
戦
争
時
に

は
防
衛
拠
点
と
な
っ
た
。

一
方
、
敗
者
と
な
っ
た
ア
ラ
ブ
諸
国
に
は
、
変
革
の
波
が
押
し
寄
せ
た
。
ま
ず
、
ふ
が
い
な
い
形
で
敗
北
し
た
エ
ジ

プ
ト
で
は
、
1
9
5
2
年
、
ガ
マ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ナ
ー
セ
ル
（
通
称
ナ
セ
ル
、
写
真
11
）
ら
が
軍
内
に
自
由
将

校
団
と
呼
ば
れ
る
団
体
を
結
成
し
、
在
野
の
政
治
勢
力
で
あ
る
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
と
協
力
し
て
エ
ジ
プ
ト
王
家
を
追
放

し
、
エ
ジ
プ
ト
共
和
国
を
建
国
し
た
（
エ
ジ
プ
ト
革
命
）。

新
政
府
は
、
当
初
は
第
一
次
中
東
戦
争
の
英
雄
ナ
ギ
ー
ブ
を
政
権
の

顔
と
し
た
が
、
実
際
に
は
将
校
団
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ナ
セ
ル
ら
ア
ラ

ブ
社
会
主
義
派
が
動
か
し
て
い
た
。
こ
れ
に
反
発
し
た
ナ
ギ
ー
ブ
は
、

同
じ
く
社
会
主
義
に
反
発
す
る
同
胞
団
と
接
触
し
た
。
し
か
し
同
胞
団

の
一
員
が
ナ
セ
ル
暗
殺
を
企
て
る
事
件
を
起
こ
す
と
、
ナ
ギ
ー
ブ
も
連

座
し
て
失
脚
し
た
。
新
大
統
領
に
は
ナ
セ
ル
が
就
任
し
、
近
代
化
政
策

を
推
し
進
め
た
。
こ
の
政
策
に
反
発
す
る
同
胞
団
は
、
こ
れ
以
後
、
政

府
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
た
。

ア
ラ
ブ
社
会
主
義
政
策
は
、
ア
ラ
ブ
民
族
の
一
体
化
に
よ
る
栄
光
の

写真11　ナセル


